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３ ０ 規 程 第 １ ６ ８ 号

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日

農業機械一般性能試験実施規程

（目的）

第１条 この規程は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（以下「農研機

構」という。）が行う国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構法（平成１１

年法律第１９２号）第１４条第１項第１号に掲げる農業等に関する技術上の検査のう

ち、農業機械（農作業に使われる機械器具（その附属品及び部品を含む。）をいう。以

下同じ。）の一般性能試験（以下「一般性能試験」という。）に関し、必要な事項を定

めることを目的とする。

（一般性能試験を行う組織）

第２条 農研機構が行う一般性能試験は、農業機械研究部門（以下「農機研」という。）

において行うものとする。

２ 理事長は、一般性能試験の実施に関する権限を、農業機械研究部門所長（以下「所

長」という。）に委任する。

（一般性能試験）

第３条 一般性能試験は、農業機械の改良及び普及に資することを目的として、農業機械

の性能、構造、取扱性、安全性及び耐久性等のうち任意の項目について依頼の態様に応

じて行う試験・調査とする。

（対象とする農業機械）

第４条 一般性能試験を依頼するため提出する農業機械は、通常販売品のほか、試作品又

は試行販売品でも可能とする。

２ 前項の農業機械の提出に要する経費は、一般性能試験を依頼する者（以下「依頼者」

という。）の負担とする。

（依頼の手続）

第５条 一般性能試験の依頼は、所長に対し所長が定める試験依頼書を提出して行うもの

とする。

２ 試験依頼書には、仕様書、図面等所長が定める資料を添付するものとする。

（試験手数料及びその納付の方法等）

第６条 一般性能試験の実施に要する試験手数料（以下「手数料」という。）は、試験の

内容に応じて供試機１台当たりの試験に要する経費（人件費、賃金、消耗品費、借料損

料、印刷製本費、光熱水料、通信費、運搬費、施設使用料、機具償却費、機具修繕費、

旅費、雑費、安全性検査等管理運営費等）に相当する額とし、その都度算出して依頼者
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に通知するものとする。

２ 依頼者は、本部管理本部さいたま管理部長が発行する請求書により、納付期限までに

手数料を納付しなければならない。

（試験省略措置）

第７条 依頼者は、一般性能試験を依頼しようとする農業機械が次に掲げるものであっ

て、所長が適当であると認める場合には、一般性能試験のために行う試験の一部を省略

する措置（以下「試験省略措置」という。）を受けることができる。

一 一般性能試験を受けたもの（同時受検するものも含む。）と同等の構造・装備を有

する農業機械

二 農業機械安全性検査実施規程（３０規程第１６７号）に定める農業機械の安全性検

査（以下「安全性検査」という。）を受けたものと同等の構造・装備を有する農業機

械

三 依頼者が安全性検査の実施方法及び基準の規定に基づき試験成績書を作成し、提出

している農業機械

四 農業機械関連業務技術指導実施規程（１５規程第７２号）第２条に規定する技術指

導を受けた農業機械

（試験省略措置の申請手続）

第８条 前条の規定に基づき試験省略措置を希望する依頼者は、第５条第１項に定める試

験依頼を行う際に、所長が定める確認依頼書により、所長に申請するものとする。この

場合において、成績の転用を希望するときは、前条第１号又は第３号の農業機械にあっ

ては、当該農業機械の種類に係る試験成績書を添付するものとする。

２ 所長は、前項の規定により依頼者から試験省略措置の申請があった場合には、当該試

験省略措置の可否について検討を行い、所長が定める通知書により、その可否を依頼者

に通知するものとする。

３ 所長は、試験省略措置の可否を検討するに当たっては、必要に応じて、当該試験省略

措置の申請があった農業機械を、指定する場所に提出させることができる。この場合に

おいて、依頼者は、当該農業機械の提出に要する経費を負担しなければならない。

４ 試験省略措置を希望する依頼者のうち、第１項の規定により試験成績書を添付する者

は、農機研が当該試験成績書の作成の際に用いた記録及び関係書類の提出を求めたとき

には、当該記録及び関係書類を提出しなければならない。

（一般性能試験の試験省略措置を行う場合の手数料）

第９条 試験省略措置を行う場合の農業機械に係る手数料は、その省略する試験の内容に

応じて減額することができるものとし、その額は通知書により依頼者に通知するものと

する。

（受託契約の締結）

第１０条 所長は、一般性能試験の実施に当たっては、所長が定めるところにより依頼者
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と受託契約を締結するものとする。

（確認依頼書の記載内容と相違している場合の処置）

第１１条 農機研は、試験省略措置を行う農業機械に係る一般性能試験のための試験を開

始した後、当該農業機械の構造等が確認依頼書の記載内容と相違していると認めた場合

には、原則として、当該試験を中止するものとする。

（試験結果の取扱い）

第１２条 所長は、一般性能試験を実施した結果について試験成績書を作成し、依頼者に

通知するものとする。

２ 試験成績書は、依頼者の承諾がない限り、公表しないものとする。

（その他）

第１３条 この規程に定めるもののほか、一般性能試験の運営等に関し必要な事項は、理

事（研究推進Ⅱ担当）の了解を得て、所長が別に定める。

附 則

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則（令和元.12.9 31-18規程第168-1号）

この規程は、令和元年１２月９日から施行する。

附 則（令和3.4.1 03-9規程第168-2号）

この規程は、令和３年４月１日から施行する。


